
⓫ 広報おばま　平成 25. 5 広報おばま　平成 25. 5 ❿

木き
む
ら村 

武た
け
し史 

さ
ん

　
　
（
32
歳
・
上
加
斗
）

　
加
斗
夢
づ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
副
会
長
。
加
斗
ク
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
会
長
。

地
域
の
若
手
の
中
心
と
し
て
活
動
中

人
と
人
と
の
温
か
な
交
流
を
目
指
し

市

民協働 BOX
 v

o
l.1

9

Ｉ　
加斗

地
域
の
海
水
浴
場
を
生
か
し
て

若
狭
鯉
川
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
整
備
＆
活
用

　
加
斗
地
区
鯉
川
に
あ
る
海
水
浴
場「
若
狭
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川
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を
、
地
域
住
民
の
手
で
整
備
・
活

用
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昨
年
4
月
に
は
、
地
区
民
70
名
が
参
加
し
て
、
敷
地

内
に
約
百
本
の
桜
の
苗
木
を
植
樹
。
8
月
は
、
同
場

所
で
「
加
斗
い
き
い
き
夢
ま
つ
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」
を
開
催
し
、
盆

踊
り
大
会
や
夜
店
を
多
く
の
住
民
が
楽
し
み
ま
し
た
。
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と
い
う
団
体
を
立
ち
上
げ
て
、
子
ど

も
が
加
斗
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
活
動
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
参
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に

考
え
て
、
動
き
、
楽
し
め
る
よ
う
な

環
境
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
穏
や
か
な
海
と
豊
か
な
田
畑
に
囲
ま
れ
た
加
斗
地
区
。
夢
づ
く

り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
を
中
心
に
、
若
手
で
作
る
加
斗
ク
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
な
ど
、
各
種
団
体
が
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
民
話
を
紙
芝
居
に

三
世
代
交
流
事
業

　
夢
づ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
で
は
、
三
世
代
交
流
事
業
の
一

環
と
し
て
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
紙
芝
居
作

り
を
企
画
。
地
域
の
民
話
も
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
東
勢
区
に
生
ま

れ
た
と
伝
わ
る
「
八は
っ
ぴ
ゃ
く
び
く
に

百
比
丘
尼
」

を
題
材
に
選
定
。
参
加
し
た
お
年

寄
り
や
子
ど
も
た
ち
は
、
小
浜
第

二
中
学
校
芸
術
部
の
作
っ
た
原
画

に
、
い
っ
し
ょ
に
色
を
塗
り
ま
し

た
。
完
成
し
た
紙
芝
居
は
、
昨
年

11
月
の
地
区
文
化
祭
や
、
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
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加
斗
地
区
子
ど
も
会
は
、
地
域
の
子
ど
も
の

活
動
の
場
と
し
て
、
昭
和
52
年
に
設
立
。
地
区

の
行
事
を
は
じ
め
、
小
浜
市
の
か
る
た
大
会
や
、

子
ど
も
会
か
べ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
へ
も
積

極
的
に
参
加
。

長
年
継
続
し
て

き
た
活
動
と
参

加
率
の
高
さ
が

評
価
さ
れ
、
昨

年
、
全
国
子
ど

も
会
連
合
会
の

「
育
成
団
体
表

彰
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

かるた大会に参加した子どもたち

世代間の交流で紙芝居作り

（上）夏に開催された夢まつり、（下）桜を植樹する地域の皆さん

ＮＥＷ
Ｓ

買い物ボランティア会員募集

　今年、35 周年を迎える小浜の買い物ボラン
ティアは、「第三やすらぎの郷（旧友愛園）」
入所者の、〝自分の手で買い物をしたい〟とい
う願いを支援する活動をしています。
　現在、新会員を募集しています。あなたも
地域を良くする活動に参加しませんか。

　主な活動　「第三やすらぎの郷」入所者の
　　　　　　社会見学や買い物のお手伝い

　申し込み　社会福祉協議会☎ 56・5800

協 働のまちづくり市民会議委員
募  集

　市では、23 年度から協働のまちづくり市民会議
を設置し、地域力を結集した協働のまちづくりを
進めています。市民の代表として、協働のまちづ
くりを進めるための施策の検討などについて、広
く意見を述べていただける人を募集します。

募集　3人程度

資格　市内在住で次の要件をすべて満たす人

　　　①市民参画や市民活動に関心がある人

　　　②満 18歳以上の人

　　　③平日の会議に出席できる人

概要　市民会議は、17人程度の委員で構成し、

　　　協働のまちづくり基本指針に基づき、

　　　協働のまちづくりを進めるための施策

　　　を検討します

期間　5月〜 27年 3月までの間（2年間）に、

　　　会議を 6回程度開催

　市では、NPO やボランティア市民活動団
体などの自主的・主体的な社会貢献活動を支
援するために、活動に必要な材料、消耗品等
を現物支給します。

現物　活動に必要な材料、消耗品など

対象　①市または小浜市社会福祉協議会にお

　　　　いてボランティア登録している団体

　　　②社会貢献活動を行っている市民団体

■申し込み・問い合わせ

　市民協働課☎内線 372　FAX：53・0742　メール：kyoudou@city.obama.lg.jp

応募方法　住所、氏名、性別、年齢、職業、

　　　　　電話番号、応募理由（協働のまち

　　　　　づくりへの意見など自分の思い

　　　　　を 200〜400字程度）を書いて、

　　　　　郵送・FAX・eメール・持参のい

　　　　　ずれかにより応募（様式自由）

応募締切　5月 15日㊌
選　　考　幅広い市民の参画を得るために、

　　　　　応募理由を参考に、年代や男女の

　　　　　バランスなどを考慮して決定

通　　知　応募者全員に文書にて

■問い合わせ
　市民協働課☎内線 372

支 給 額　上限 1件 3万円（年度 1回まで）

申し込み　申請書（市民協働課、ボランティ

　　　　　ア市民活動交流センターに設置。

　　　　　市 HP でもダウンロード可）、見

　　　　　積書、団体の事業計画・事業実績・

　　　　　名簿を市民協働課まで

募集締切　5月 17日㊎

夢づくり市民活動支援事業による現物支給


